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今
年
の
夏
に
向
け
て
、
定

期
船
や
飛
行
機
な
ど
島
へ
の

交
通
ア
ク
セ
ス
が
一
新
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
観
光

客
の
増
加
や
、
島
出
身
者
・

在
京
者
が
、
夏
祭
り
、
お
墓

参
り
、
空
き
家
の
見
回
り
な

ど
の
た
め
に
帰
島
す
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。

◎
ご
予
約
・
問
い

合
わ
せ
先

①
新
日
本
中
央
航

空　

調
布
飛
行
場

☎
０
４
２
２
（
３
１
）

４
１
９
１

②
東
海
汽
船　

６

月
27
日
か
ら
橘
丸

就
航 

　

☎
０
３
（
５
４
７
２
）

９
９
９
９

④
東
邦
航
空
・
東
京
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
ャ
ト
ル

（
大
島
・
御
蔵
島
・
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
）　

☎
０
４
９
９
６
（
２
）
５
２
２
２

【
夏
の
イ
ベ
ン
ト
】

〇
牛
頭
天
王
祭

　

牛
頭
天
王
祭(

ご
ず
て

ん
の
う
さ
い
・
神
着)

は
、

７
月
19
日
夜
・
宵
の
宮
で
踊

り
、
20
日
本
宮
で
神
輿
が
地

区
内
を
巡
行
す
る
。
都
の
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
木
遣
太
鼓
を
先
頭
に
、
神

輿
を
海
に
入
れ
て
海
難
法
師

も
祈
る
。

〇
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
21
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル　

　

８
月
２
日
～
３
日
に
商
工

会
主
催
で
盛
夏
の
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
マ
リ
ン
ス

コ
ー
レ
21
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
実
施
さ
れ
る
。

　

例
年
、
八
丈
島
・
御
蔵
島

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
友
情
出
演
、

郷
土
芸
能
、
く
じ
引
き
の
豪

華
賞
品
や
東
海
汽
船
ご
招

待
。
最
後
に
大
花
火
の
打
ち

上
げ
。
被
災
地
や
伊
豆
諸
島

ご
支
援
で
長
期
噴
火
災
害
復

興
・
再
生
を
見
せ
る
。

　

観
光
客
・
出
身
者
は
、
安

定
し
て
就
航
す
る
飛
行
機
と

新
造
船
で
ぜ
ひ
三
宅
島
へ
!!

中
の
死
亡
者
２
０
０
人
、
在

籍
流
出
者
は
５
０
０
人
。
14

年
５
月
１
日
現
在
の
人
口

は
、
２
７
２
０
人
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
帰
り
た
く
て

も
帰
れ
な
い
在
京
者
支
援
、

ふ
る
さ
と
再
生
、
全
国
に
情

報
発
信
を
目
的
に
、
訪
問
活

動
や
「
三
宅
島
新
報
」
発
行

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
皆
さ

ま
の
尊
い
ご
寄
付
で
運
営
し

て
お
り
ま
す
。
「
郵
便
振
り

込
み
用
紙
」
を
同
封
い
た
し

ま
し
た
が
、
ご
理
解
の
上
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
謹
白

謹
啓　

平
素
は
「
三

宅
島
新
報
」
を
ご
愛

読
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
宅
島
は
、
来
年

２
月
で
帰
島
10
周
年

を
迎
え
ま
す
。
全

島
避
難
前
人
口
は

３
８
２
９
人
。
避
難

○第 36 回世話人会
 （６月７日巣鴨にて開催）
　先日行われたあおぞ
らフェスタの反省会を
しました。皆様のおか
げで無事に終わりまし
た。ご協力ありがとう
ございました。
※次回の世話人会は、
　９月６日を予定。
○お願い
　お引越し等、住所・
電話番号が変わられた
方がいらっしゃいまし
たら、事務局までお知
らせください。

【三宅島ふるさとネット事務局】
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿 25-6
電話：03(3963)5678
FAX：03(3963)5697
　　　　　担当：栗原

事務局便り

ご寄付のお願い

おいでください 夏の三宅へ
便利になった交通アクセス

　

被
災
し
て
以
降
、
観
光
客
の
減
少
に
悩
ん
で
い
た
島
に
明
る
い
光
が
見
え
は
じ
め
て

い
る
。
そ
れ
は
、
新
造
定
期
船
の
就
航
や
調
布
飛
行
場
か
ら
の
安
定
し
た
空
路
の
実
現

な
ど
で
、
こ
れ
に
よ
り
島
を
訪
れ
る
人
の
増
加
が
期
待
で
き
る
こ
と
だ
。
こ
れ
に
と
も

な
い
、
島
で
開
か
れ
る
「
牛
頭
天
王
祭
」
な
ど
の
お
祭
り
や
「
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
21
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
が
入
っ
て
い
る
。

６
月
27
日
に
就
航

し
た
東
海
汽
船
の

「
橘
丸
」

欠航が少ない調布飛行場からの飛行機
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「
島
市
」
は
計
５
回
開
催

激励イベントなど実施
島の話題あれこれ

　

「
が
ん
ば
れ
！
ふ
る
さ
と

～
完
全
復
興　

三
宅
島
・
東

日
本
・
伊
豆
大
島
～
」
の

激
励
イ
ベ
ン
ト
が
８
月
17

日
（
日
）
午
後
５
時
30
分
か

ら
角
筈
区
民
セ
ン
タ
ー(

西

新
宿
４-

33-

７)

で
開
か

れ
る
。
場
所
は
、
新
宿
駅
西

口
か
ら
巡
回
し
て
い
る
「
Ｗ

Ｅ
バ
ス
西
ル
ー
ト
」
に
乗
車

し
、
ホ
テ
ル
の
「
パ
ー
ク
ハ

イ
マ
ッ
ト
東
京
」
下
車
、
す

ぐ
に
交
差
点
角
に
見
え
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
１
部
が

シ
ョ
ー
＆
復
興
ト
ー
ク
、
２

部
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
日
舞
と
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
の

融
合
ほ
か
…
と
あ
り
、
老
若

男
女
が
楽
し
め
そ
う
で
期
待

が
持
て
る
。

　

出
演
者
は
、
舞
踊
家
・
鶴

吉
さ
ん
を
は
じ
め
、
ギ
タ
ー

リ
ス
ト
、
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
書
道
家
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
な
ど
多
彩

な
面
々
で
あ
る
。
ど
ん
な
舞

台
に
な
る
の
か
、
今
か
ら
楽

し
み
だ
。

　

ト
ー
ク
に
は
、
ネ
ッ
ト
佐

藤
会
長
な
ど
も
出
演
、
ま
た

三
宅
島
か
ら
明
日
葉
な
ど
即

売
を
す
る
予
定
。

　

ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
お
誘
い
の

上
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

全
席
指
定
で
チ
ケ
ッ
ト
は

前
売
り
２
５
０
０
円
（
当
日

２
８
０
０
円
）

〇
主
催　

鶴
吉
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
（
問
合
せ　

０
３
ー

３
３
４
１
ー
３
１
８
６
）

　

平
成
26
年
度
の
「
島
市
」

の
開
催
日
程
が
決
ま
っ
た
。

〇
第
22
回
目

・
日
時　

８
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後

　

１
時
ま
で

・
場
所　

三
宅
島
漁
業
協
同

　

組
合
駐
車
所
（
阿
古
）
但

　

し
錆
ヶ
浜
で
出
帆
時
に
は

　

12
時
30
分
終
了

〇
第
23
回
目

・
日
時　

９
月
21
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後

　

１
時
ま
で

・
場
所　

三
宅
島
漁
業
協
同

　

組
合
駐
車
場
（
阿
古
）
錆
ヶ

　

浜
出
帆
は
前
記
の
通
り

〇
第
24
回
目

・
日
時　

11
月
16
日
（
日
）

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時

　

ま
で

・
場
所　

三
宅
村
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
伊
ヶ
谷
）

〇
第
25
回
目

・
日
時　

11
月
22
日
（
土
）

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時

　

ま
で
（
予
定
）

・
場
所　

三
宅
村
臨
時
庁
舎

　

駐
車
場
（
阿
古
）

〇
第
26
回
目

・
日
時　

27
年
３
月
８
日
（
日
）

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時

　

ま
で

・
場
所　

三
宅
村
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
伊
ヶ
谷
）

以
上
５
回
開
催
さ
れ
る
。

　

ネ
ッ
ト
も
参
加
し
て
い

る
。
商
工
会
の
努
力
に
よ
り

定
着
し
て
い
る
が
改
善
点
と

し
て
は
、
収
穫
期
の
春
と
秋

に
は
地
産
地
消
を
目
的
と
し

て
主
に
農
家
の
野
菜
（
期
待

度
は
高
い
）
を
販
売
。

　

夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
観
光

客
を
重
点
に
、
出
店
す
る
工

夫
が
あ
っ
て
よ
い
と
思
う
。

今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

兵
庫
県
南
部
大
地
震
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
５

月
に
三
宅
島
に
も
パ
ン
の
贈

り
物
が
あ
っ
た
。

　

95
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
ガ
レ
キ
の
焼
却
炉
を
、

10
年
に
パ
ン
焼
き
に
変
身
さ

せ
た
。
数
回
御
馳
走
に
な
っ

た
が
、
今
年
は
東
北
・
関
東

被
災
地
に
届
け
た
。
被
災
地

は
、
か
く
あ
り
た
い
と
感
銘

を
受
け
て
い
る
。

　

金
井
正
歩
氏
（
か
な
い
・

ま
さ
ゆ
き
＝
元
三
宅
村
役
場

総
務
課
長
）
６
月
７
日
死
去
、

76
歳
。
喪
主
は
妻
房
枝
（
ふ

さ
え
）
さ
ん
。
自
宅
は
、
坪

田
元
高
濃
度
地
区
。

　

退
職
後
も
各
団
体
の
役
職

を
歴
任
し
た
。
火
山
ガ
ス
問

題
で
独
自
に
デ
ー
タ
を
集

め
、
特
に
専
門
家
と
の
論
戦

で
、
高
濃
度
地
区
住
民
は
帰

島
後
も
避
難
継
続
中
で
あ
る

と
の
答
弁
を
引
き
出
し
支
援

を
継
続
さ
せ
、
行
政
・
専
門

家
と
島
民
と
の
認
識
の
か
い

離
を
鋭
く
指
摘
し
た
。
「
三

宅
島
新
報
」
11
年
３
月
１
日

第
32
号
の
２
、
３
面
で
高
濃

度
地
区
の
解
決
を
と
の
寄
稿

文
を
寄
せ
ら
れ
た
。

　

突
然
の
訃
報
に
驚
く
と
と

も
に
、
ま
だ
ま
だ
貴
重
な
助

言
を
期
待
し
て
い
た
の
に
残

念
で
な
ら
な
い
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

８月 17 日に実施の激励イベントのチラシ

金
井
正
歩
氏
死
去

［
訃
報
］

復
興

日
舞
と
ロ
ッ
ク
で
支
援

兵
庫
か
ら
パ
ン
の
贈
り
物

　

三
宅
島
の
さ
ら
な
る
復
興
に
向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
８
月
17
日
に
は
「
が
ん
ば
れ
！
ふ
る
さ

と
～
完
全
復
興　

三
宅
島
・
東
日
本
・
伊
豆
大
島
～
」
が
西

新
宿
で
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
「
島
市
」
は
今
年
度
５
回
開
催
さ

れ
る
。
ま
た
、
兵
庫
県
南
部
大
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
瓦
礫
処
理
に
使
わ
れ
た
焼

却
炉
を
改
造
し
た
パ
ン
焼
き
機
で
作
ら
れ
た
パ
ン
が
届
い
た
。
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 古舘さんが理事長を
務める大槌保育園は、
３月 11 日の保育中に
地震に遭った。
　古舘さんはじめ、保
育士のみなさんは、子
どもたちを連れて避難
し、３日後までにすべ
ての子どもを保護者に
引き渡した。
　その後日本ユニセフ
などの力も借り、仮設
の園舎で６月１日には
保育を再開した。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
３
年
経
過
し
た
岩
手
県
大

槌
町
は
、
岩
手
県
の
東
部
、

陸
中
海
岸
国
立
公
園
の
中
央

に
位
置
し
、
「
ひ
ょ
っ
こ
り

ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
モ
デ
ル

に
も
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
蓬

莱
島
（
ほ
う
ら
い
じ
ま
）
が

あ
る
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ

で
、
主
に
漁
業
を
生
業
と
し

た
小
さ
な
町
で
し
た
。

　

地
震
後
、
テ
レ
ビ
の
報
道

等
で
民
宿
の
屋
上
に
隣
の
釜

石
市
の
観
光
船
「
は
ま
ゆ
り
」

が
乗
り
上
げ
て
い
た
映
像
を

全
国
の
方
々
が
見
た
と
思
い

ま
す
が
、
あ
れ
は
観
光
船
が

造
船
所
で
修
理
し
て
い
た
と

こ
ろ
大
津
波
に
よ
り
上
が
っ

た
産
物
で
す
が
余
震
等
で
危

険
だ
と
い
う
の
で
解
体
し
撤

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
前
の
町
の
人
口
は
、

１
万
５
千
２
２
２
人
で
し
た

が
死
者
数
８
５
５
人
、
行
方

不
明
者
４
２
９
人
、
他
市
町

村
へ
の
転
出
者
２
千
１
３
１

人
、
現
在
１
万
１
千
８
０
７

人
で
、
お
よ
そ
22
％
も
減
少

し
た
の
で
す
。

　

震
災
に
よ
り
多
数
の
尊
い

命
を
失
い
、
ま
た
市
街
地
が

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
こ

と
で
、
多
く
の
方
々
が
町
外

へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
、
厳
し
い
環
境
下
に

あ
り
ま
す
。
一
方
、
確
か
に

大
き
な
痛
手
を
受
け
ま
し
た

が
、
こ
れ
ほ
ど
の
甚
大
な
被

害
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の

方
々
が
こ
の
町
で
の
暮
ら
し

を
選
択
し
、
仮
設
住
宅
等
で

不
便
し
な
が
ら
も
隣
近
所
の

方
々
と
と
も
に
前
向
き
に
生

活
を
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
当
時
の
町
長
を
は
じ

め
町
職
員
の
お
よ
そ
４
分
の

１
が
犠
牲
と
な
り
町
の
行
政

機
能
が
麻
痺
し
た
。
町
の
復

興
計
画
の
策
定
が
遅
れ
た
の

は
、
そ
ん
な
状
況
も
理
由
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
は
、
行

政
が
主
動
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
震
災
後
は
、
今
後
永

く
住
み
続
け
る
町
民
が
主
体

性
を
も
っ
て
意
見
を
出
し
合

い
議
論
す
る
こ
と
が
、
町
の

存
続
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

ま
す
。
官
民
協
働
に
よ
り
中

学
生
か
ら
老
若
男
女
問
わ
ず

参
加
し
、
町
民
の
心
意
気
を

見
せ
て
お
り
復
興
の
ま
ち
づ

く
り
は
単
な
る
復
旧
で
は
な

く
、
将
来
の
発
展
に
つ
な
が

る
復
興
を
実
現
さ
せ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
３
年
間
、
町
で
は
社

会
基
盤
整
備
を
中
心
に
復
興

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
、
町
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
環
境
を
早
急

に
整
え
な
い
と
定
住
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
生
活
環
境
だ

け
で
な
く
、
地
域
資
源
と
風

景
を
再
生
し
、
こ
れ
を
活
か

し
た
産
業
を
復
興
し
、
魅
力

あ
る
職
と
生
業
の
場
を
確
保

し
な
け
れ
ば
住
民
の
暮
ら
し

が
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　

街
中
は
瓦
礫
も
な
く
な

り
、
災
害
公
営
住
宅
が
少
し

で
は
あ
り
ま
す
が
出
来
て
お

り
ま
す
が
再
生
区
画
整
備
事

業
、
防
災
集
団
移
転
事
業
等

の
早
期
実
現
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
全
国
、
世

界
各
国
の
多
く
の
方
々
か
ら

多
大
な
ご
支
援
、
物
資
等
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

必要な魅力のある職
被災３年後の大槌町

東 日

本大震災の被災地で

ある岩手県大槌町の現在の

状況を大槌保育園理事長の古舘

潤一さんに寄稿していただいた。

人口は減ったものの住民は前向

きに生活しているが、魅力の

ある職が今後の復興に欠

かせないという。

人
口
22
％
減
で
も
前
向
き
に

未
来
に
つ
な
が
る
復
興
を

漁
業
の
町
を
襲
っ
た
惨
事

寄稿 大槌保育園理事長 古舘潤一さん
被災当時の状況

大きな被害を

受けた被災当

時の大槌町

民宿に乗り上げた観光船
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今
年
度
第
１
回
目
の
神
楽

坂
あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ
は
、

神
楽
坂
６
丁
目
商
店
街
を
歩

行
者
天
国
に
し
て
、
５
月
18

な
ど
商
品
を
店
頭
に
並
べ

た
。
中
で
も
島
か
ら
直
送
し

た
新
タ
ケ
ノ
コ
は
、
こ
の
時

期
だ
け
の
も
の
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
早
々
に
完
売
と
な

る
人
気
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
物
産
店
で
は
く
さ

や
の
試
食
も
行
わ
れ
、
通
り

が
か
っ
た
人
た
ち
が
興
味
深

そ
う
に
味
を
確
か
め
て
い

た
。
こ
の
ほ
か
、
島
海
苔
や

焼
く
タ
イ
プ
の
く
さ
や
も
終

了
時
間
の
１
時
間
前
ま
で
に

は
完
売
す
る
な
ど
、
物
産
店

の
売
れ
行
き
は
好
調
で
あ
っ

た
。

　

今
回
の
出
店
で
は
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
製
作
実
演

販
売
も
行
わ
れ
た
。
ハ
ー
ト

形
の
バ
ル
ー
ン
や
プ
ー
ド
ル

の
バ
ル
ー
ン
な
ど
が
座
間
さ

ん
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
寄

付
を
募
っ
た
。
ま
た
、
買
い

物
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

は
無
料
で
配
ら
れ
、
子
ど
も

な
い
の
が
現
状
で
す
。
し

か
し
、
発
行
が
50
号
を
超

え
、
島
民
の
み
な
さ
ん
の

の
橋
渡
し
と
な
る
情
報
提

供
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
、
そ
ん
な
「
三
宅
島
新

報
」
の
発
行
に
少
し
で
も

関
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
三
宅
の
災
害
を
風
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
活
動
を
続

け
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
メ
ン

バ
ー
と
協
力
を
し
て
力
を

尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

今

年

度

よ

り
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ

の
会
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
に

入
会
し
て
か
ら

の

期

間

は

短

く
、
正
直
、
三

宅
島
に
関
す
る

知
識
も
ま
だ
少

連
れ
な
ど
の
人
気
を
集
め
て

い
た
。

　

な
お
、
次
回
の
青
空
フ
ェ

ス
タ
は
10
月
５
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
。

で
あ
る
明
日

葉

を

は

じ

め
、
焼
く
タ

イ
プ
、
焼
か

な
い
タ
イ
プ

両
方
の
く
さ

や
、
島
海
苔

編
集
後
記

　

来
年
の
２
月
で
帰
島
か
ら

10
年
に
な
る
三
宅
島
は
、
今

後
は
元
気
な
姿
を
島
外
に
発

信
し
、
観
光
客
の
増
加
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー

も
、
観
光
客
と
し
て
島
を
訪

れ　

、
三
宅
の
夏
を
満
喫
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

５
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
神
楽
坂
商
店
街
恒
例
の
あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ
に
、
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
で
は
「
三
宅
島
物
産
店
」
を
出
店
。
島
直
送
の
タ
ケ
ノ
コ
や
島
海
苔
、
く
さ
や
、
明

日
葉
な
ど
を
販
売
し
好
評
を
博
し
て
い
た
。
ま
た
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
実
演
販
売
、
お
よ

び
買
い
物
を
し
た
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
連
れ
な
ど
の
目
を
引
い
て
い
た
。

日
の
12
時
か
ら
18
時
ま
で
実

施
さ
れ
た
。

　

今
回
の
出
店
で
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
で
は
、
島
の
特
産
品
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「風化させないため継続を」

バ
ー
ル
ー
ン
ア
ー
ト
も
好
評

「
あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ
」
に
今
年
も
出
店

島
直
送
の
タ
ケ
ノ
コ
や
く
さ
や
な
ど
を
販
売

駆けつけた支援者と記念撮影

子どもたちに人気だったバルーンアート

タ
ケ
ノ
コ
な
ど
が
好
評
だ
っ
た
三
宅
島
物
産
展

佐藤宗ノ子様　横井和之様

倉持房枝様　　吉田信行様

・光安さんからフェスタに

　物品寄付
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